
・屈折率測定
・光導波路に関連する分野（ポリマ・ガラス等問わず）
・光インターコネクションに関連する分野

■ 技術相談に応じられる関連分野

Keyword : 屈折率測定、内部応力、光硬化性樹脂、熱光学効果

■ その他の研究紹介
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究
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概
要
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光ファイバを用いた物質内部の屈折率測定法

家庭内光LANに向けた省電力高速応答光スイッチ
自己形成光導波路
熱光学効果の測定

学術院工学領域
電気電子工学系列

助教

冨木 政宏

・特筆すべき研究ポイント：
物体内部の屈折率が測定できる
吸収のある材料でも測定できる
温度や圧力等の環境による変化も測定可能

・新規研究要素：
異方性に関しては世界初

・従来技術との差別化要素・優位性：
物質内部や不透明材料でも測定可能

屈折率を測定するにはアッベ屈折計、m-line法、フレネル反射、エリプソメトリといった方法が
よく用いられているが、いずれも透過または反射を用いているため、物質内部の測定は困難で
ある。一方で射出形成等により形成された樹脂の内部応力等の評価には内部局所の屈折率測
定が有効である。そこで光ファイバをプローブとして物質内部に挿入し、ファイバ端面からの反
射を観測することで屈折率を測定する方法を考案し、基礎的な実験により効果を確認した。反
射で測定するため、吸収のある材料でも測定できる。また現在異方性の測定法も検討しており、
より詳細な評価が可能となるため、製品開発において品質・安全性の向上に役立つと期待され
る。
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図２ 光硬化樹脂の硬化時反射率変化

図３ ポリスチレンの異方性測定
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図１ 測定システム外略図

■ 技術相談に応じられる関連分野

Keyword : ナノ微粒子、炭素ナノ材料、アーク放電、プラズマプロセッシング、ナノチューブ

■ その他の研究紹介
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究
の
概
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プラズマ・放電を用いた材料プロセッシング、
ナノ微粒子・ナノ材料に関する研究

・ アークジェットの応用
・ 大面積フッ素負イオン源の研究
・ パルス変調プラズマを用いたエッチング
・ 衝突合成実験・宇宙環境実験
・ 微粒子プラズマ実験

学術院理学領域
物理学系列

教授

三重野 哲

私は25年にわたりプラズマ・放電に関する実験研究を行ってきた。プラズマ発生法、プラズマモニター法、プラ
ズマ合成法、プラズマエッチング、負イオン発生法などの経験が有る。また、炭素ナノ材料の合成などの研究に
携わって来た。実験室にて、微粒子、ナノチューブ、ナノチューブ、誘導体、フラーレン（C60） 、金属内包炭素カプ
セルなどの炭素材料を合成することができる。 現在、これらの高効率方法や単離方法、誘導体合成の実験的
研究を行なっている。実験室には種々のプラズマ発生装置、アーク合成装置、電気炉、単離装置などが有る。学
内で、電子顕微鏡などの化学分析装置を利用している。プラズマ技術やナノ材料の応用に大変興味を持ってい
る。

・特筆すべき研究ポイント：
＊微粒子・新炭素材料を合成、分析する技術能力を持っている。
＊母材となる炭素材料を利用して新しい機能を持った誘導材料を作ったり、性能のより高い材料を作ったりす
る潜在能力がある。

＊反応性プラズマの発生、モニター、プロセッシングの技術を持つ。
＊大面積負イオン源（特許）の技術。
＊J×Bアーク放電法、アークジェット法の技術を持つ。
＊学内の種々の分析装置を活用。
・新規研究要素：
J×Bアーク放電法による材料合成は、世界で先駆的に開発した技術。対流制御と微粒子合成は世界で先駆

的研究。大面積フッ素負イオン源は新しい可能性を持つ。アークジェットの利用を検討中。
・従来技術との差別化要素・優位性：
基礎研究を基に改良をして、応用化の道が開けると思う。

・特許等出願状況：
大面積負イオン源に関する特許
J×Bアーク放電法に関する実用新案
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図１ 種々の炭素クラスター 図２ 合成された単層炭
素ナノチューブの写真。1 
nmφで安定構造を持つ。

図３ J×B ナノチューブ、微粒
子、フラーレン連続合成装置。

・ナノ微粒子 ・ナノチューブ・フラーレン
・アーク放電 ・プラズマ技術
・真空技術 ・試料分析
・プラズマモニター ・炭素ナノ材料
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